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1. 渡辺晴樹. 仕事もしくは勉強に使えるiPad、携帯用のアプリでおすすめのものはありますか。

(研修4ヵ月). 岡山医学会雑誌. 2018;130(1):31. PubMed PMID: 2018161415. 
 
 
 
国内発表 



 
教育講演・招聘講演・受賞講演・委員会報告等 

 
1. 佐田憲映. 教育講演. 最近のSLE治療.  第48回日本腎臓学会西部学術大会; 2018.9.28-29; 徳島. 
2. 杉山斉. 教育講演. PDの歴史と今後の展開.  第24回日本腹膜透析医学会学術集会・総会; 

2018.10.7; 徳島.  
3. 利根淳仁. 教育講演「SAP入門」.  第61回日本糖尿病学会年次学術集会; 2018.5.26; 東京. 
4. 和田淳. 教育講演. 肥満関連腎臓病とDKDの接点.  第39回日本肥満学会; 2018.10.7; 神戸. 
5. 和田淳. 教育講演. 糖尿病性腎臓病（DKD）の診断と治療の問題点.  第59回中国支部主催生涯教

育講演会; 2018.11.18; 広島. 
6. 和田淳. 教育講演. 肥満症の病態と治療. 日本内科学会生涯教育Aセッション; 2018.5.20; 東京. 
7. 松本佳則. リターンコメンテーター. Bone is Dynamic ! 少疾患研究から始まった骨免疫制御機構

解明への挑戦".  Midwinter Seminar 2018; 2018.2.21-24; 沖縄. 
 
 

シンポジウム 
 
1. 横山仁, 杉山斉, 清水章, 佐藤博. J-RBR/J-KDRの意義と成果：10年間の歩み.  第48回日本腎臓学

会西部学術大会; 2018.9.28; 徳島. 
2. 喜多村真治. 新たなin Vitroモデルを用いた質的・量的腎機能評価法の開発.  第91回日本組織培

養学会; 2018.6.16; 名古屋. 
3. 荒木元朗, 和田耕一郎, 山下里美, 丸山雄樹, 光井洋介, 定平卓也, 西村慎吾, 甲斐誠二, 高本篤, 

谷本竜太, 杉本盛人, 小林泰之, 渡邉豊彦, 那須保友, 北川正史, 田邊克幸, 和田淳, 楳田祐三, 藤
原俊義, 八木孝仁. 肝腎同時移植における腎保護.  第51回日本臨床腎移植学会; 2018.2.14-16; 神
戸. 

4. 三瀬広記, 和田淳. グライコーム解析による糖尿病腎症尿バイオマーカーの同定.  第61回日本糖

尿病学会年次学術集会; 2018.5.26; 東京. 
5. 四方賢一. 糖尿病腎症の病態解明 cutting edge 糖尿病腎症の病態と成因における炎症の意義.  

第61回日本糖尿病学会年次学術集会; 2018.5.25; 東京. 
6. 四方賢一. JDCP研究が示す我が国の糖尿病診療の現状 日本人2型糖尿病患者における腎症の合

併率と発症関連因子～JDCP研究データの解析～.  第61回日本糖尿病学会年次学術集会; 
2018.5.26; 東京. 

7. 杉山斉, 今田恒夫. 腎炎・ネフローゼ症候群のリハビリテーション.  第８回日本腎臓リハビリテ

ーション学会学術集会; 2018.3.17; 仙台. 
8. 清水章, 横山仁, 杉山斉. 新規腎臓疾患レジストリーへの期待 ー腎病理の立場からー.  第48回

日本腎臓学会西部学術大会; 2018.9.28; 徳島. 
9. 中元秀友, 杉山斉. 透析導入ガイドラインと療法選択.  第63回日本透析医学会学術集会・総会; 

2018.6.30; 神戸. 
10. 長坂憲治, 佐田憲映, 駒形嘉紀, 堤野みち, 針谷正祥, 有村義宏. 血管炎診療の最前線 MPA、GPA

に対するリツキシマブ治療 RemIRIT研究から.  第62回日本リウマチ学会総会・学術集会; 
2018.4.26-28; 東京. 

11. 和田淳. DKDの基礎と臨床の進歩 糖鎖のバイオロジーとDKD.  第48回日本腎臓学会西部学術大

会; 2018.9.28; 徳島. 
12. 和田淳, 三瀬広記, 今村麻理子. 合同シンポジウム 全身加療と局所変化 尿中糖鎖異常が糖尿

病性腎臓病の進行と心血管イベントに及ぼすインパクト.  第33回糖尿病合併症学会; 2018.10.19; 



東京. 
13. 和田淳, 勅使川原早苗, 布上朋和, ゼガーソニア. 糖鎖－内因性レクチンの相互作用とアディポ

サイエンス シンポジウム7 アディポサイエンスを識る.  第50回日本動脈硬化学会総会・学

術総会; 2018.7.13; 大阪. 
14. 和田淳. 2型糖尿病の新しい発症機序 microRNAからみた糖尿病の病態・診断・治療の展望.  第

52回糖尿病学の進歩; 2018.3.2; 福岡. 
15. 松本佳則. アダプター蛋白3BP2を取り巻くシグナルネットワーク.  第5回JCRベーシックリサー

チカンファレンス; 2018.11.2-3; 東京. 
 
 

ワークショップ 
 
1. Hayashi K, Ohashi K, Watanabe H, Sada KE, Asano Y, Hiramatsu S, Yamamura Y, Miyawaki Y, 

Morishita M, Tatebe N, Matsumoto Y, Kawabata T, Wada J. Newly identified prognostic factors in 
patients with polymyalgia rheumatica.  第62回 日本リウマチ学会総会・学術集会; 2018.4.26-28; 
東京. 

2. 羽多野美香, 矢嶋宣幸, 佐田憲映. 喫煙、飲酒と全身性エリテマトーデスの疾患活動性との関連

性の検討(第2報) 横断研究 LUNAレジストリーから.  第62回 日本リウマチ学会総会・学術集

会; 2018.4.26-28; 東京. 
3. 香川英俊, 廣政敏, 山中龍太郎, 林玲加, 縄稚翔一, 佐田憲映. SLEの様々な症状、臓器障害に対す

るマルチターゲット療法の有効性.  第62回 日本リウマチ学会総会・学術集会; 2018.4.26-28; 東
京. 

4. 香川英俊, 廣政敏, 山中龍太郎, 林玲加, 縄稚翔一, 佐田憲映. 軽視してはいけないループス腎炎

の非薬物療法.  第62回 日本リウマチ学会総会・学術集会; 2018.4.26-28; 東京. 
5. 佐田憲映, 原章規, 和田隆志, 本間栄, 針谷正祥. クラスター解析を用いたANCA関連血管炎の分

類と重症度に関する検討.  第62回 日本リウマチ学会総会・学術集会; 2018.4.26-28; 東京. 
6. 小田香織, 宮本聡, 小寺亮, 和田淳, 四方賢一. P2X受容体の阻害はinflammasomeの制御を介して

糖尿病性腎症の発症・進展を抑制する.  第33回糖尿病合併症学会; 2018.10.20; 東京. 
7. 松本佳則, 佐田憲映, 和田淳, ロッタペルロバート. "骨粗鬆症克服を目指した転写因子RUNX2活

性化メカニズムの解明".  第36回日本骨代謝学会学術集会; 2018.7.26-28; 長崎. 
8. 森下美智子, 大橋敬司, 宮脇義亜, 佐田憲映, 浅野洋介, 林啓悟, 平松澄恵, 山村裕理子, 勝山恵

理, 勝山隆行, 渡辺晴樹, 楢﨑真理子, 建部智子, 松本佳則, 渡部克枝, 川畑智子, 矢嶋宣幸, 和田

淳. 全身性エリテマトーデスの妊娠と慢性障害に関する検討.  第62回 日本リウマチ学会総会・

学術集会; 2018.4.26-28; 東京. 
9. 川崎綾, 平野史生, 佐田憲映, 小林茂人, 山田秀裕, 古川宏, 長坂憲治, 杉原毅彦, 山縣邦弘, 住田

孝之, 當間重人, 尾崎承一, 橋本博史, 槇野博史, 有村義宏, 針谷正祥, 土屋尚之. 日本人ANCA関
連血管炎のHLA-class II ヨーロッパ系集団との比較.  第62回 日本リウマチ学会総会・学術集

会; 2018.4.26-28; 東京. 
10. 川畑智子, 山村裕理子, 浅野洋介, 林啓悟, 平松澄恵, 森下美智子, 宮脇義亜, 大橋敬司, 渡辺晴

樹, 建部智子, 松本佳則, 佐田憲映, 和田淳. 再発性多発軟骨炎に掌蹠膿疱症とIgA腎症を合併し

た一症例～当科で経験した再発性多発軟骨炎7例の臨床的検討～.  第62回 日本リウマチ学会総

会・学術集会; 2018.4.26-28; 東京. 
11. 浅井玲央, 川崎綾, 平野史生, 佐田憲映, 小林茂人, 山田秀裕, 古川宏, 長坂憲治, 杉原毅彦, 山縣

邦弘, 住田孝之, 當間重人, 尾崎承一, 橋本博史, 槇野博史, 有村義宏, 針谷正祥, 土屋尚之. 日本

人集団におけるANCA関連血管炎とproteinase 3遺伝子(PRTN3)領域多型の関連.  第62回 日本リ



ウマチ学会総会・学術集会; 2018.4.26-28; 東京. 
12. 平原慎也, 勝又康弘, 佐田憲映, 川口鎮司, 山中寿, 針谷正祥. SF-36とEQ-5DによるANCA関連血

管炎患者の健康関連QoLについての2大学横断調査.  第62回 日本リウマチ学会総会・学術集会; 
2018.4.26-28; 東京. 

13. 矢嶋宣幸, 佐田憲映, 高橋良, 浅野善英, 東光久, 亀田秀人, 桑名正隆, 上阪等, 鈴木勝也, 竹内勤, 
田中良哉, 田村直人, 松井利浩, 三森経世, 渥美達也. 全身性エリテマトーデス患者の診療の質指

標の開発.  第62回 日本リウマチ学会総会・学術集会; 2018.4.26-28; 東京. 
14. Matsumoto Y, Sada KE, Wada J, Rottapel R. Repression of the E3-Ubiquitin Ligase RNF146 by 

RANKL Integrates Multiple Pathways Controlling Osteoclastogenesis.  第62回 日本リウマチ学会

総会・学術集会; 2018.4.26-28; 東京. 
15. Hiramatsu S, Watanabe K, Zeggar S, Asano Y, Hayashi K, Yamamura Y, Ohashi K, Miyawaki Y, 

Morishita M, Katsuyama E, Katsuyama T, Watanabe H, Narazaki M, Tatebe N, Matsumoto Y, 
Kawabata T, Sada KE, Wada J. DNA Methylation-dependent regulation of Cathepsin E gene 
expression by the transcription factor Kaiso in MRL/lpr mice.  第62回 日本リウマチ学会総会・

学術集会; 2018.4.26-28; 東京. 
16. Zeggar S, Sunahori-Watanabe K. Lgals9 deficiency attenuates nephritis and arthritis in Pristane-

induced mice model of SLE.  第62回 日本リウマチ学会総会・学術集会; 2018.4.26-28; 東京. 
17. Watanabe H, Sada KE, Matsumoto Y, Harigai M, Makino H. Reappearance of MPO-ANCA is 

associated with relapse in ANCA-associated vasculitis; a nationwide nested case-control study.  
第62回 日本リウマチ学会総会・学術集会; 2018.4.26-28; 東京. 

 
 
 

一般口演 
 
1. Matsumoto Y, Sada KE, Wada J, Rottapel R. Reciprocal stabilization of ABL and TAZ is required 

for osteoblastogenesis and embryonic bone development controlled by the master transcription 
factor RUNX2.  JCR International School 2018; 2018.8.2-4; 軽井沢. 

2. 伊藤恭彦, 水野正司, 鈴木康弘, 杉山斉, 深水圭, 猪阪善隆. 高齢腹膜透析患者の地域連携におけ

る現状と課題.  日本医工学治療学会第34回学術大会; 2018.3.16-18; さいたま. 
3. 永原崇甫, 渡辺晴樹, 岡本修吾, 平松澄恵, 森下美智子, 松本佳則, 佐田憲映, 和田淳. 急性脂肪織

炎・静脈炎にてベーチェット病発症が疑われた1例.  第119回日本内科学会中国地方会; 
2018.11.17; 広島. 

4. 鎌村真帆, 北川正史. 糖尿病性腎症が原疾患と考えられたが 腎移植後早期に蛋白尿を呈した症

例.  中国若手腎・糖尿病CONFERENCE; 2018.5.30; 岡山. 
5. 丸山雄樹, 荒木元朗, 河村香澄, 光井洋介, 山下里美, 西村慎吾, 和田耕一郎, 渡邉豊彦, 北川正

史, 田邊克幸, 和田淳, 那須保友. 生体腎移植における好中球・リンパ球比変化と術後腎機能の

検討.  第51回日本臨床腎移植学会; 2018.2.14-16; 神戸. 
6. 三野麻以, 江口潤, 中司敦子, 和田淳, 河原由子, 太田康之, 山下徹, 阿部康二. Clinically isolated 

syndrome の経過中に発症したGPIHBP1自己免疫症候群の1例.  第119回日本内科学会中国地方

会; 2018.11.17; 広島. 
7. 山口哲志, 片山晶博, 宮脇義亜, 江口潤, 中原龍一, 和田淳. 糖尿病手症候群を呈した2型糖尿病

の１例.  糖尿病学会中国四国地方会第56回総会; 2018.10.27; 山口. 
8. 山口哲志, 片山晶博, 樋口千草, 中司敦子, 勅使川原早苗, 江口潤, 和田淳. メタボリックシンド

ロームにおけるmicroRNAの機能解析.  第39回日本肥満学会; 2018.10.7; 神戸. 



9. 山口哲志, 片山晶博, 樋口千草, 勅使川原早苗, 中司敦子, 江口潤, 和田淳. メタボリックシンド

ロームにおけるmiR221/222の機能解析.  第32回日本糖尿病・肥満動物学会; 2018.2.23; 名古屋. 
10. 山口哲志, 片山晶博, 樋口千草, 勅使川原早苗, 中司敦子, 江口潤, 和田淳. メタボリックシンド

ロームにおけるmicroRNAの機能解析.  第61回日本糖尿病学会年次学術集会; 2018.5.25; 東京. 
11. 四方賢一, 宇都宮一典, 古家大祐, 小寺亮, 宮本聡, 西村理明, 田嶋尚子. 日本人糖尿病患者にお

ける腎症の合併率と発症関連因子～JDCP研究データの解析より～.  第30回糖尿病性腎症研究会; 
2018.12.1; 東京. 

12. 柴田祐助, 江口潤, 高橋寛子, 山口哲志, 野島一郎, 樋口千草, 渡邉真由, 中司敦子, 和田淳. 
Prader-Willi 症候群に合併した糖尿病の1例.  糖尿病学会中国四国地方会第56回総会; 
2018.10.27; 山口. 

13. 小松原基志, 稲垣兼一, 藤澤諭, 西山悠紀, 原孝行, 細谷武史, 当真貴志雄, 和田淳, 大塚文男. 免
疫チェックポイント阻害薬による内分泌副作用を呈した1例.  第83回岡山内分泌同好会; 
2018.2.28; 岡山. 

14. 小田香織, 宮本聡, 小寺亮, 和田淳, 四方賢一. 糖尿病性腎症の発症・進展における

inflammasomeの関与.  第61回日本糖尿病学会年次学術集会; 2018.5.24; 東京. 
15. 小田香織, 宮本聡, 小寺亮, 和田淳, 四方賢一. Inflammasomeの制御を介したP2X受容体阻害薬の

糖尿病マウスにおける腎保護効果.  第30回糖尿病性腎症研究会; 2018.12.1; 東京. 
16. 松本佳則. "希少疾患研究から学んだこと" 新たな展開へ.  Skeletal Science Retreat 2018; 

2018.11.17-18; 三浦2018. 
17. 森本栄作, 稲垣兼一, 原孝行, 藤澤諭, 越智可奈子, 三好智子, 大塚文男, 和田淳. 出血により高 

PRL 血症を呈した胸髄海綿状血管腫の1例.  第19回日本内分泌学会中国支部学術集会; 
2018.8.25; 米子. 

18. 川北智英子, 北川正史, 大髙望, 三瀬広記, 木野村賢, 杉山斉, 和田淳. 蛋白尿を契機に腎生検に

て診断しえたミトコンドリア腎症の1例.  第75回岡山腎疾患懇話会; 2018.9.22; 岡山. 
19. 川北智英子, 木野村賢, 川北祝史, 三木崇史, 森本尚孝, 杉山斉, 伊藤浩, 和田淳. 尿沈渣から診断

に至ったアデニンホスホリボシルトランスフェラーゼ(APRT)欠損症の1例.  第119回日本内科学

会中国地方会; 2018.11.17; 広島. 
20. 川北智英子, 木野村賢, 前島洋平, 氏家はる代, 杉山斉, 和田淳. 当院ICU入室患者のAKI-to-CKD 

transitionと尿バイオマーカーについての検討.  第61回日本腎臓学会学術総会; 2018.6.8-10; 新
潟. 

21. 大橋睦子, 利根淳仁, 長田麻里, 四方賢一. 岡山県における糖尿病医療連携体制の構築：おかや

ま DM ネットの充実にむけた「おかやま糖尿病サポーター」スキルアップの取り組み.  第61
回日本糖尿病学会年次学術集会; 2018.5.26; 東京. 
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